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  授 業 科 目 名         宗教学・民俗学 

担 当 教 員  山田嚴子 

学 期        後期 曜日・時限 火曜日・５・６限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

 柳田國男の「世相史」の構想と「世相解説の学」である民俗学の方法を学ぶ。 

【授業の概要】 
 『明治大正史世相篇』を読み、「世相解説の学」としての民俗学構想とその後の民俗学で何が受容

され、何が受容されなかったのかを学ぶ。 

【授業内容予定】 
 
１ イントロダクション  
２ 世相とはなにか 
３ 「世相篇」とはどのような書物か 
４ 家１ 
５ 家２ 
６ 酒１ 
７ 酒２ 
８ 交通１ 
９ 交通２ 
10 貧困 
11 病苦 
12 恋愛技術１ 
13 恋愛技術２ 
14 群れ 
15 まとめ 

【教材・テキスト】柳田國男『明治大正史世相篇』筑摩書房、中央公論社などどこの出版社のもの

でもかまいません。 

【参考文献】適宜指示します。 

【成績評価の方法および採点基】 
 議論への貢献とレポートで評価します。 

【授業形式・形態および授業方法】 
 講義＋演習 

【留意点・予備知識等】 
受講生の興味、関心を考慮し、相談の上、内容の一部変更もあり得ます。 

【オフィスアワー】 
火曜日12:00～13:00 
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  授 業 科 目 名         哲学 

担 当 教 員  今井 正浩 

学     期 前期 曜日・時限 木曜日・３－４時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

 西洋古典古代における「心」の哲学（Philosophy of Mind）の系譜を辿ることをとおして，古代

哲学の思想文化的特質について認識を深めることが，この授業の主眼です。 

【授業の概要】 

  初期ギリシア思想からヘレニズム期にいたるまでの「心」の哲学の展開を辿ることをとおして，

西洋古代哲学の思想文化的特質を明らかにします。 

【授業内容予定】  

１）導入（Introduction）―西洋古典古代における「心」の哲学へのいざない― 
 ２）初期ギリシアの思想家たち（１）ミレトス学派 
 ３）初期ギリシアの思想家たち（２）ピュタゴラス学派 
 ４）初期ギリシアの思想家たち（３）ヘラクレイトス，エンペドクレス，アナクサゴラス  
 ５）初期ギリシアの思想家たち（４）原子論者たち  
 ６）ソクラテス 
 ７）プラトン（１） ８）プラトン（２）  

９）アリストテレス（１） １０）アリストテレス（２） 
１１）ヘレニズム期の思想家たち（１）エピクロス学派 
１２）ヘレニズム期の哲学者たち（２）ストア学派 
１３）プロティノスと新プラトン主義 
１４）キリスト教思想家アウグスティヌス 
１５）まとめ 

【教材・テキスト】（以下の英文論考のコピーを配布します） 

 Modrak, D.K.W., Classical Theories of Mind, Zeyl, D. J.(ed.), Encyclopedia of Classical  
  Philosophy (Fitzroy Dearborn Publishers, 1997), pp.344-349.  

【参考文献】 

  授業中に，適宜指定する予定です。 

【成績評価の方法および採点基準】 

  平常点に加えて，学期末に提出されるレポートに重点をおいて，総合的に評価します。 

【授業形式・形態および授業方法】 

  教科書として指定された文献の予習・復習が必要になります。 

【留意点・予備知識等】 

  好奇心旺盛で，やる気のある学生諸君の受講を期待します。 
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1 Introduction 
2 Chapter 1: Europa and Japheth (1)  
3 Chapter 1: Europa and Japheth (2) 
4 Chapter 2: Christendom (1) 
5 Chapter 2: Christendom (2) 
6 Chapter 3: The medieval notion of Europe and its peoples (1) 
7 Chapter 3: The medieval notion of Europe and its peoples (2) 
8 Chapter 4: The disintegration of Christendom (1) 
9 Chapter 4: The disintegration of Christendom (2) 
10 Chapter 5: The emergence of Europe (1) 
11 Chapter 5: The emergence of Europe (2) 
12 Chapter 6: Renaissance Christendom (1) 
13 Chapter 6: Renaissance Christendom (2) 
14 Chapter 7: The prospect of Europe (1) 
15 Chapter 7: The prospect of Europe (2) 

 
Denys Hay, Europe: the emergence of an idea (Edinburgh, 1957). 
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To acquaint students with the basics of political science pertaining to Africa.  

Reading, writing, presentations and discussion in English.  

 
1) Chapter 1: “Understanding African Politics and Society”  
2) Chapter 2: “Politics and Economics of the Precolonial Independence Era (before 1884)  

3) Chapter 3: “Political and Economic Impacts of Colonialism” (1884-1951) 
4) Chapter 4; “Nationalism and the Emergence of the Contemporary Independence Era (1951-present)” 

5) Chapter 5: “Ethnicity and Class” 
6) Chapter 6: Ideology and the Politics of Development  
7) Chapter 7: Politics of the African Novel  
8) discussion of Achebe’s Anthills of the Savannah  
9) Chapter 8: “State and Civil Society”  

10) Chapter 9: “Military Coups d’etat and Military Governance”  
11) Chapter 10: “Democratic Experiments and Multiparty Politics”  
12) Chapter 11: “Foreign Policy Making and the Pursuit of Pan-Africanism”  

13) Chapter 12: “Africa in World Politics”  
14) Chapter 13: “Study of Africa in the Liberal Tradition” 
15) Chapter 14: “Study of Africa in the Crtitical Tradition” 

Peter J. Schraeder African Politics and Society: a Mosaic in Transformation (Thomson Wadsworth, 2004) 
Chinua Achebe Anthills of the Savannah (1997) 

(to be arranged)  

Participation, improvement and written work, both in class and as homework.  

seminar.  
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 This course aims at understanding the hidden rules of English behaviour. Students can 
get to know about the essence of people living in the UK. 

 
 Basically read Watching the English and discuss about the various hidden rules of  
English behaviour in English. 

 
 
1) Introduction, reading and discussion about conversation codes: The Weather 
2) Reading and discussion about conversation codes: Grooming-talk 
3) Reading and discussion about conversation codes: Humour Rules 
4) Reading and discussion about conversation codes: Linguistic Class Codes 
5) Reading and discussion about conversation codes: Emerging Talk-rules 
6) Reading and discussion about conversation codes: Pub-talk 
7) Reading and discussion about behaviour codes: Home Rules 
8) Reading and discussion about behaviour codes: Rules of the Road 
9) Reading and discussion about behaviour codes: Work to Rule 
10) Reading and discussion about behaviour codes: Rules of Play 
11) Reading and discussion about behaviour codes: Dress Codes 
12) Reading and discussion about behaviour codes: Food Rules 
13) Reading and discussion about behaviour codes: Rules of Sex 
14) Reading and discussion about behaviour codes: Rites of Passage 
15) Discussion abou Englishness 

 
 Kate Fox, Watching the English. Nicholas Brealey Publishing ISBN 978-1-85788-508-8 

 
 Not particular 

 
 Report and preparation 

 
 Practice: Reading and discussion 

 
 Preparation and attendance are needed through the semester.  This course will be 
 conducted in English. 

 
 Wednesday 1-2 
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  授 業 科 目 名         民俗学 

担 当 教 員  山田嚴子 

学 期        前期 曜日・時限 水曜日・５・６限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

 呪術論を輪読し、研究の視点を学ぶ 

【授業の概要】 
 民俗信仰のうちの俗信、呪術に関わる研究を紹介し、研究の方法、視点を学ぶ。 

【授業内容予定】 
 
１ イントロダクション  
２ 俗信とはなにか１ 
３ 俗信とはなにか２ 
４ しぐさの民俗１ 
５ しぐさの民俗２ 
６ 鼻唄考 
７ 呪術をめぐる視点１ 
８ 呪術をめぐる視点２ 
９ 潜在的な宗教者をめぐる考察１ 
10 潜在的な宗教者をめぐる考察２ 
11 地蔵信仰フィールドワーク１ 
12 地蔵信仰フィールドワーク２ 
13 鬼信仰ファイルドワーク１ 
14 鬼信仰フィールドワーク２ 
15 まとめ 

【教材・テキスト】適宜指示します。 

【参考文献】適宜指示します。 

【成績評価の方法および採点基】 
 議論への貢献とレポートで評価します。 

【授業形式・形態および授業方法】 
 講義＋演習＋実習 

【留意点・予備知識等】 
簡単なフィールド・ワークを予定しています。受講生の興味、関心を考慮し、相談の上、内容の一

部変更もあり得ます。 
【オフィスアワー】 
火曜日12:00～13:00 
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  授 業 科 目 名        西洋古典学 

担 当 教 員 今井 正浩 

学 期        後期 曜日・時限 木曜日・３－４時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

  西洋古典学（Classics）の主要な分野に関する英文論考の読解をとおして，ヨーロッパ文化の

源流としての西洋古典古代の文化的特質について深く理解します。 

【授業の概要】 

  英文論考をとおして，初期ギリシア思想からヘレニズム期・ローマ期にいたるまでの倫理思想

（Ethics）の問題系譜を 辿ります。 

【授業内容予定】  
１）導入（Introduction）―西洋古典古代における倫理思想へのいざない  

 ２）ギリシア詩人たち―ホメロス（c.750 BC）から悲劇詩人たちまで 
 ３）初期ギリシアの思想家たち（１）ピュタゴラス学派 
 ４）初期ギリシアの思想家たち（２）ヘラクレイトス，エンペドクレス，アナクサゴラス 
 ５）ソピスト思潮 
 ６）ソクラテス（１） 
 ７）ソクラテス（２） 
 ８）プラトン（１） 
 ９）プラトン（２） 
 １０）アリストテレス（１）  １１）アリストテレス（２） 
 １２）ヘレニズム期の思想家たち―エピクロス学派とストア学派，懐疑派 
 １３）プロティノスと新プラトン主義 
 １４）キリスト教思想家アウグスティヌス 
 １５）まとめ 

【教材・テキスト】（以下の英文論考のコピーを配布します） 

 Gill, C.J.,Classical Ethical Thought, Zeyl, D.J.(ed.), Encyclopedia of Classical Philosophy
 (Fitzroy Dearborn Publishers, 1997), pp.221-229. 
【参考文献】 

  授業中に，適宜指定する予定です。 

【成績評価の方法および採点基準】 

  平常点に加えて，学期末に提出されるレポートに重点をおいて，総合的に評価します。 

【授業形式・形態および授業方法】 

  少人数の学生諸君を対象とする演習形式の授業のため，教科書として指定された文献等の 

 予習・復習が必要となります。 

【留意点・予備知識等】 

  好奇心旺盛で，やる気のある学生諸君の受講を期待します。 
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Joseph Conrad, Heart of Darkness Penguin Classics ISBN 978-0-141-44167-2 
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  授 業 科 目 名           英文学Ｃ 

担 当 教 員   澤田 真一  

学 期        前期 曜日・時限 火曜日・5・6時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

ポストコロニアルの文学理論を学び、植民地主義の負の遺産を、旧植民地が払拭していく過程を、

文学を通して理解できるようになることを目指します。  

【授業の概要】 
ニュージーランド文学を中心に、植民地としてのオセアニアの文学（オーストラリア、サモア 

等）を解読していきます。   
【授業内容予定】 

 

1840 年のワイタンギ条約により、英国の植民地として出発したニュージーランドは、 1990 年に建国 150

周年を迎えました。先進福祉国家として理想的な二文化共存をうたうニュージーランドの歴史は、同時にマ

オリ的価値観とヨーロッパ的価値観の相克の歴史をも内包しています。当講義では、マオリ対パケハの対立

の構図を中心に据えて、植民地文学としてのニュージーランド文学をポスト・コロニアルな観点から読み解い

ていきます。   

1.イントロダクション                          9.アラン・ダフ(1)  

2.文学作品の映画鑑賞(1)                 10.アラン・ダフ(2)  

3.文学作品の映画鑑賞(2)                 11.パトリシア・グレイス  

4.作品の解説と批評                         12.ウイティ・イヒマエラ(1)  

5.ポストコロニアル理論(1)                  13.ウイティ・イヒマエラ(2)  

6.ポストコロニアル理論(2)                  14.キャサリン・マンスフィールド(1)  

7.ケリ・ヒューム(1)                          15.キャサリン・マンスフィールド(2)       

8.ケリ・ヒューム(2)                           16.試験  

【教材・テキスト】第一回の講義時に、学生と相談のうえ決定します。   

【参考文献】講義の中で、その都度紹介していきます。   

【成績評価の方法および採点基準】出席状況、授業態度、及び期末試験（あるいはレポート）で評

価します。  

【授業形式・形態および授業方法】学生側の積極的な参加を期待した、双方向的な授業になります。   

【留意点・予備知識等】特にありません。  

【オフィスアワー】金曜日7・8時限 
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  授 業 科 目 名          英文学Ｄ（26年度以降入学学生対象） 

担 当 教 員  土井雅之 

学 期        前期 曜日・時限 火曜日・３－４時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

文学作品を精読し、時代背景を踏まえながら、作品について深く考察する力を身につけることを

目標とします。 

【授業の概要】 
シェイクスピアの『ハムレット』を扱います。太宰治の『新ハムレット』との比較も考えていま

す。 

【授業内容予定】 
 1. 作家・作品紹介 

2-9. 作品講読など 
10. まとめ（前半）、レポートの説明 
11-15. 『新ハムレット』との比較 
16. まとめ（後半）、レポートの提出 

 

【教材・テキスト】 
初回に説明します。 

【参考文献】 
 授業中に適宜紹介します。 

【成績評価の方法および採点基準】 
 平常点（出席と発表など）＋ レポート。 

【授業形式・形態および授業方法】 
 演習形式。 

【留意点・予備知識等】 
 予備知識等は必要ありませんが、旺盛な知識欲を持って授業に臨んでください。 

【オフィスアワー】 
 木曜日・５－６時限。 
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  授 業 科 目 名          現代アメリカ論（28年度入学学生対象） 

担 当 教 員  南 修平 

学 期        後期 曜日・時限 火曜日７・８時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

現代アメリカが抱える主要なイシューを理解し、それらについて自らの意見を展開して議論する力

の習得を目指します。 

【授業の概要】 
本年アメリカ合衆国では大統領選挙が行われます。その過程で現代アメリカ社会が抱える様々な問

題が浮かび上がり、候補者はそれらに対する自らのスタンスを打ち出すでしょう。本講義と同時並

行で進む大統領選挙に注意を払いながら、現代のアメリカの論争的課題からいくつかのイシューに

注目し、それらを通じて現代アメリカの実像に迫ります。 
【授業内容予定】 
第１回 現代アメリカ社会を俯瞰する 
第２回 現代アメリカの政治と社会―大統領・議会・政党 
第３回 アメリカの語る民主主義 
第４回 権利としての武装、民主主義としての武装 
第５回 銃を放さない人々、放せない人々 
第６回 銃と暴力の現実―フルートベールからファーガソン、ニューヨークへ 
第７回 銃から見える現代アメリカ社会の諸相 
第８回 同性愛者の軌跡―ストーンウォールから最高裁判決へ 
第９回 ハーヴィー・ミルクとその時代 
第１０回 生殖は誰のものか―人工中絶をめぐる衝突 
第１１回 代理母・体外受精―揺れる家族のかたち 
第１２回 現代アメリカにおける人種―カラーブラインドな社会は実現したか 
第１３回 アファーマティヴ・アクション論争―「逆差別」の広がり 
第１４回 急増するヒスパニック、アジア系人口―進むマイノリティの多様化 
第１５回 9・11後のアメリカ―ヘイト・クライムの台頭と抗う力 

 

【教材・テキスト】 
特定の教科書は使用しませんが、トピックごとにリーディング・アサイメントがあります。 

【参考文献】 
渡辺靖編『現代アメリカ』（有斐閣、2010年） 
その他については講義中に適宜紹介します。 
【成績評価の方法および採点基準】 
講義に対する準備、課題への取り組み、講義中での議論、期末レポートによる総合評価となります。

【授業形式・形態および授業方法】 
講義と演習の双方を織り交ぜた形で進めていきます。 

【留意点・予備知識等】 
事前課題としてのアサイメントを読んでくることは当然ですが、それ以外の参考文献・資料・ウェ

ブサイトなどに積極的にあたることが求められます。 
【オフィスアワー】 
火曜日９・１０時限 
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2. Minimalist Program  
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Culicover, Peter W. & Susanne Winkler. 2008. English Focus Inversion. Journal of Linguistics 44, 
625-658.  

 

 

 
 

 
1 Introduction 
2 Comparative Inversion: CI is not SAI: VP ellipsis 
3 Comparative Inversion: CI is not SAI: Predicate ellipsis 
4 Comparative Inversion: The subject is ‘low’: Parasitic gaps 
5 Comparative Inversion: The subject is ‘low’: Multiple wh-questions 
6 Comparative Inversion: Licensing subject in situ 
7 Comparative Inversion: British CI 
8 The Information Structure of English Focus Inversion: The phonology of low subject in CI 
9 The Information Structure of English Focus Inversion: Semantics of contrastive focus and CI 

10 The Information Structure of English Focus Inversion: Contrastive focus requirement on 
subject in CI 

11 The Information Structure of English Focus Inversion: Ellipsis in CI 
12 More Focus Inversion Constructions: So-goes 
13 More Focus Inversion Constructions: Inversion after so and as 
14 More Focus Inversion Constructions: Locative Inversion and Apparent SAI 
15 Summary and Conclusions 
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  授 業 科 目 名          日本語教育論Ｂ 

担 当 教 員  小山 宣子 

学 期        前期 曜日・時限 金曜日・５－６時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

日本語教育的観点から、特定の言語行動を分析できるようになる。 

【授業の概要】 
１ 留学生の場合、日本語の母語話者と非母語話者の接触場面の会話を録音し、分析する。 
２ 日本人の場合、日本人同士の接触場面の会話を録音し、分析する。 

【授業内容予定】 
１、２の場合とも：1-5回目：主な先行研究の収集とレポートのテーマ決定。6-12回目：データ収集

、テープ起こし、分析 13-15回目：まとめ作業。 

 

 

【教材・テキスト】 

【参考文献】 
2012『雑談の構造分析』筒井 

【成績評価の方法および採点基準】 
レポート 

【授業形式・形態および授業方法】 
１～７回目は、主に本を講読し、その間に適当な会話を録音しておく。その後、８～１５回でテー

プ起こしを行い、分析を試みる。 
【留意点・予備知識等】 
学部等で日本語教育に関する授業を取っておくことが望ましい。 

【オフィスアワー】 
火曜日５６時限 
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To acquaint students with the basics of the dilemma of modern Africa.

 
Reading, writing, presentations and discussion in English. 

 
1) Chapter 1: “Africa without History”   

2) Chapter 2: “The Road not Taken”  

3) Chapter 3: “Shadows of Neglected Ancestors”  

4) Chapter 4; “Tribalism and the New Nationalism”  

5) Chapter 5: “The Rise of the Nation State”  

6) Chapter 6: “The Challenge of Nationalism”  

7) Chapter 7: “The Black Man’s Burden”  

8) Chapter 8: “Pirates in Power”  

9) Chapter 9: “The European Parallel”  

10 - 15) selected readings tailored to students’ interests 

 
Basil Davidson The Black Man’s Burden: Africa and the Curse of the Nation State (Three Rivers Press, 1992) 

(various readings to be assigned per student interests)

 
(to be arranged)

 
Participation, improvement and written work, both in class and as homework.

 
seminar.
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  授 業 科 目 名         東北民俗学 

担 当 教 員  山田嚴子 

学 期        後期 曜日・時限 水曜日・５・６限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

 東北における民俗学の研究史を知り、研究史上の課題を理解する。 

【授業の概要】 
 東北における民俗学の研究課題を知り、東北に特徴的な民俗と研究史上の課題を学ぶ。 

【授業内容予定】 
 
１ イントロダクション  
２ 大きな家と小さな家 
３ 奉公人と家族 
４ 家と子ども 
５ フィールド・ワーク１ 
６ 東北の巫女 
７ イタコ 
８ カミサマ 
９ フィールド・ワーク２ 
10 修験と芸能 
11 修験の末裔と村 
12 偽文書と由来書 
13 山の神と伝説 
14 世間話研究の「現在」 
15 まとめ 

【教材・テキスト】適宜指示します。 

【参考文献】適宜指示します。 

【成績評価の方法および採点基】 
 議論への貢献とレポートで評価します。 

【授業形式・形態および授業方法】 
 講義＋演習＋実習 

【留意点・予備知識等】 
簡単なフィールド・ワークを予定しています。 
受講生の興味、関心、理解度を考慮し、相談の上、内容の一部変更もあり得ます。 
【オフィスアワー】 
火曜日12:00～13:00 
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1. Introduction   2. Recent developments in network measurement 

3. Network sampling and model fitting   4. Extending centrality 

5. Positional analyses of sociometric data 

6. Network models and methods for studying the diffusion of innovations 

7. Using correspondence analysis for joint displays of affiliation networks 

8. An introduction to random graphs, dependence graphs, and p* 

9. Random graph models for social networks: multiple relations or multiple raters 

10. Interdependencies and social processes: dependence graphs and generalized dependence structures 

11. Models for longitudinal network data 

12. Graphical techniques for exploring social network data 

13. Software for social network analysis. 

14. The development of social network analysis 
15. Conclusion 

 

 
Peter J. Carrington, John Scott, Stanley Wasserman (2005) Models and Methods in Social Network 

Analysis, Cambridge University Press 

 
Linton C. Freeman, The Development of Social Network Analysis: A Study in the Sociology of Science, Li

nton C. Freeman et al., Research Methods in Social Network Analysis. 
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G.W. G. W. Heck, Charlemag

ne, Muhammad, and the Arab Roots of Capitalism, W. de Gruyter, 2006
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 G. W. Heck, Charlemagne, Muhammad, and the Arab Roots of Capitalism, W. de Gruyte
r, 2006. 

 
2010  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

91



 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92



 
 

  

 

 
 

1   
2   
3  (1) 17  
4  (2) 19  
5  (3) 20  
6   
7  (1) 
8  (2) 
9   
10  
11  
11  
12  
13  
14  
15  

 
 

 
2001  

2010  
 

 

 
 

 
13:00-13:45 407   

 

 

93



 
 

  

  
  
 

 
 

 

 
1  
2  
3  
4  
5 I~X  
6 2~5 XI~XXII  
7 6~10 XXIII~XXXV
8 11~15 XXXVI~XLVI
9 16~24 XLVII~LVIII
10   
11   
12   
13   
14   
15   

 
  

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

94



 
 

  授 業 科 目 名        ヨーロッパ古典文化論 

担 当 教 員 今井 正浩 

学 期        前期 曜日・時限 月曜日・７－８時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

 文学・哲学・歴史学・自然科学などのさまざまな観点から，ヨーロッパ文化の源流としての西洋

古典古代についての理解を深めることが，この授業の主眼です。 

【授業の概要】 

  ホメロス（c.750 BC）の時代からヘレニズム期（323~51 BC）にいたる古代ギリシア文化 

 の展開を，文学・哲学・歴史学・自然科学などの観点に立って，多面的に解説します。 

【授業内容予定】  １）導入－ヨーロッパ文化の源流としての西洋古典古代 

          ２）ホメロスとギリシア人の伝統的人間観（１） 

                  ３）ホメロスとギリシア人の伝統的人間観（２） 

                  ４）哲学の誕生－最初の哲学者タレスとミレトス学派 

                ５）初期ギリシア哲学の展開－一元論から多元論へ 

                  ６）ギリシア悲劇の人間観（１）－アイスキュロス「オレステイア三部作」

                  ７）ギリシア悲劇の人間観（２）－ソポクレス『オイディプス王』 

                  ８）ギリシア悲劇の人間関（３）－エウリピデス『ヒッポリュトス』 

                  ９）歴史記述と人間（１）－「西洋歴史学の父」ヘロドトス 

                  10）歴史記述と人間（２）－トゥキュディデス『戦史』にみる人間の本性 

                   11）ギリシアの政治哲学（１）－プラトン『国家』篇 

          12）ギリシアの政治哲学（２）－アリストテレス『政治学』 

          13）ギリシアの医学思想（１）－「医学の父」ヒッポクラテスの登場 

                   14）ギリシアの医学思想（２）－初期アレクサンドリア医学の展開 

                   15）ギリシアの医学思想（３）－人体の中枢器官をめぐる論争史 

【教材・テキスト】 

  教科書は指定しませんが，適宜，関係資料等を配布します。 

【参考文献】 

  『哲学の歴史』第１巻・第２巻（2007／2008，中央公論新社刊） 

【成績評価の方法および採点基準】 

  平常点に加えて，学期末に提出されるレポートに重点をおいて，総合的に評価します。 

【授業形式・形態および授業方法】 

  少人数の学生諸君を対象とする演習形式の授業となりますので，関係資料の精読など，事前 

 の準備がかならず必要となります。 

【留意点・予備知識等】 

  古典ギリシア語・ラテン語の知識は問いませんが，ぜひ挑戦してみて下さい。 
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  授 業 科 目 名          イギリス近代文化論Ｂ 

担 当 教 員  澤田 真一 

学 期        後期 曜日・時限 火曜日・５・６時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

イギリスやその植民地であったニュージーランドの文学作品を丹念に読み、その内容を深く理解

するとともに、新しい視点からの解釈を試みることを目標とします。  

【授業の概要】 
19世紀にイギリスの植民地として出発したニュージーランドの、主に先住民族マオリの文学を扱

います。四大作家ウイティ・イヒマエラ、ケリ・ヒューム、パトリシア・グレイス、アラン・ダフ

らの作品に触れながら、独自の文化の継承、また、白人文化との共存の問題について考えていきま

す。彼らの視点からイギリスをとらえ返します。  
 
 
【授業内容予定】 

1.イントロダクション  

2.文学作品の映画鑑賞(1)  

3.文学作品の映画鑑賞(2)  

4.作品の解説と批評  

5-7.読解：ウイティ・イヒマエラ  

8-10.読解：ケリ・ヒューム  

11-13.読解：パトリシア・グレイス  

14-15.読解：アラン・ダフ  

16.試験  

 

【教材・テキスト】1回目の講義時に、学生と相談の上で決定します。  

【参考文献】講義時にその都度紹介していきます。  

【成績評価の方法および採点基準】期末試験（あるいはレポート）及び出席状況を総合して評

価します。  

【授業形式・形態および授業方法】双方向的な講義形式で行います。  

【留意点・予備知識等】 特にありません。  

【オフィスアワー】金曜日7・8時限 
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  授 業 科 目 名          イギリス文学・文化研究（26年度以降入学学生対象） 

担 当 教 員  土井雅之 

学 期        前期 曜日・時限 火曜日・１－２時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

イギリス文学・文化の中から1つのテーマを設定し通時的に概観することで、体系的な知識を身に

つけることを目標とします。 

【授業の概要】 
イギリス文学におけるユダヤ人表象をテーマとします。シラバスに記載された作品1つ1つを説明

しながら、それぞれを関連づけていきます。 

【授業内容予定】 
1. ガイダンス 

2. マーロウ『マルタ島のユダヤ人』(1590) 作者と作品 

3-4. 『マルタ島のユダヤ人』におけるユダヤ人表象 

5. シェイクスピア『ヴェニスの商人』(1596) 作者と作品 

6-7. 『ヴェニスの商人』におけるユダヤ人表象 

8. まとめ（前半）、レポートの説明 

9. スコット『アイヴンホー』(1820) 作者と作品 

10-11. 『アイヴァンホー』におけるユダヤ人表象 

12. ディケンズ『オリバー・ツイスト』(1837-1839) 作者と作品 

13-14. 『オリバー・ツイスト』におけるユダヤ人表象 

15. 予備日 

16. まとめ（後半）、レポートの提出 

 

【教材・テキスト】 
 初回に説明します。 

【参考文献】 
 授業中に適宜紹介します。 

【成績評価の方法および採点基準】 
 平常点（出席と発表など）＋ レポート。 

【授業形式・形態および授業方法】 
 演習形式。 

【留意点・予備知識等】 
 予備知識等は必要ありませんが、旺盛な知識欲を持って授業に臨んでください。 

【オフィスアワー】 
 木曜日・５－６時限。 
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   (Language and its Structure) 

   9 10   2  
 

 
1. 
2.  
3.  information-packaging constructions  

 
 

 
Huddleston, Rodney & Geoffrey K. Pullum (2002) The Cambridge Grammar of the English Language.
(Cambridge University Press) 16  Information packaging [pp. 1363-1447]  

 
 

 
  1 Syntactic overview 

2 Information packaging: concepts and general principles 
3 Complement preposing (1) 
4   Complement preposing (2) 
5 Postposing 
6 Subject-dependent inversion 
7 Existential and presentational clauses (1) 
8 Existential and presentational clauses (2) 
9 Extraposition 

10 Dislocation (1) 
11 Dislocation (2) 
12 Clefts (1) 
13 Clefts (2) 
14 Passive voice (1) 
15 Passive voice (2) 
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  授 業 科 目 名          表現技術論 

担 当 教 員  小山 宣子 

学 期        後期 曜日・時限 金曜日・５－６時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

修士課程に学ぶ学生が必要な表現技術を身につける。口頭表現は、理解されやすい発音の習得を目

指す。文章表現は読みやすい文章の作成技術の会得を目指す。 

【授業の概要】 
授業は口頭表現と文章表現に分かれる。前半は口頭表現で、後半は文章表現となる予定である。 

 

【授業内容予定】 
１ オリエンテーション 

２ 拍・語のアクセント 

３ 文中のアクセント 

４ 動詞のアクセント 

５ 複合動詞・複合助詞のアクセント 

６ 外来語のアクセント 

７ イ形容詞のアクセント 

８ 数字のアクセント 

９ 話し言葉と書き言葉 

１０ 仕組みの説明・歴史的な経過の説明の表現 

１１ 分類・定義の表現 

１２ 要約・引用の表現 

１３ 比較・対照の表現 

１４ 因果関係の表現 

１５ 図や表の表現 

【教材・テキスト】 
未定 

【参考文献】 

【成績評価の方法および採点基準】 
テスト 

【授業形式・形態および授業方法】 
 

【留意点・予備知識等】 
 

【オフィスアワー】 
火曜日５６時限 
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To acquaint students with the basics of historical methodology pertaining to Africa.

 
Reading, writing, presentations and discussion in English. 

 
1) Chapter 1: J. E. Philips What is African History?   

2) Chapter 2: S. K. McIntosh Archaeology and the Reconstruction of the African Past   

 

3) Chapter 3: C. Ehret Writing African History from Linguistic Evidence    

4) Chapter 4; S.O.Y. Keita Physical Anthropology and African History   

5) Chapter 6: D. Henige Oral Tradition as a Means of Reconstructing the Past  

6) Chapter 7:B. M. Cooper Oral Sources and the Challenge of African History   

7) Chapter 8: J. Hunwick Arabic Sources for African History   

8) Chapter 9: J. Thornton European Documents and African History  

9) Chapter 10: T. Falola Mission and Colonial Documents   

10)  Chapter 11: I. O. Albert Data Collection and Interpretation in the Social History of Africa   

 

11) Chapter 12: M. Yoshida African Economic History   

12) Chapter 14: Methodologies in Yoruba Oral Historiography and Aesthetics   

13) Chapter 18: D. D. dia Mwembu History and Memory   

14) Chapter 19: K. Sheldon Writing about Women   

15) Chapter 20: J. E. Philips “Writing African History” 

 
John Edward Philips Writing African History (Rochester University Press, 2005)

 
(to be arranged)

 
Participation, improvement and written work, both in class and as homework.

 
seminar.
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  授 業 科 目 名         地域社会学（27年度以降入学学生対象） 

担 当 教 員  白石 壮一郎 

学 期        後期 曜日・時限 水曜日・５－６時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

地域社会学・地域研究の視角、方法、論文記述について学び、それを自らの研究に生かす。 

【授業の概要】 
都市社会学、農村社会学、人類学のモノグラフを中心に、社会の共同性についての調査と分析を学ん

でいく。講義あるいは文献講読6割、それをふまえた討議4割の形式ですすめる。文献は和文・英文。 

【授業内容予定】 

 

 1．社会変化と社会関係の変化 

 2．交換と貨幣 

 3．互助組織（1） 

 4．互助組織（2） 

 5．争議の研究（1） 

 6．争議の研究（2） 

 7．伝統と社会変化（1） 

 8．伝統と社会変化（2） 

 9．記憶 

 10．開発・観光 

 11．家族の変容 

 12．友人関係 

 13．移住・移動（1） 

 14．移住・移動（2） 

 15．まとめ 

【教材・テキスト】 

 テキストはとくになし。資料・文献は講義時に適宜配布・紹介する。 

【参考文献】 

 岩崎・似田貝・古城・矢澤 監修『地域社会学講座１～３』（東信堂、2006年） 

【成績評価の方法および採点基準】 

 講義への参加とレポート 

【授業形式・形態および授業方法】 

 講義形式6割、演習形式4割 

【留意点・予備知識等】 

 基本は各自の研究。講義はそのため材料を仕入れ、議論をする場だと考えてください。 
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3.  
4.  
5.  
6.  

 
7.  
8.  
9. RIS  
10. RIS  

 
11.  
12.  
13.  
14.  

 

 
Jennifer Clark. Working Regions: Reconnecting Innovation and Production in the Knowledge  
  Economy, 2014.  
Cooke, Philip et al. Regional Knowledge Economies: Markets, Clusters and Innovation.  
  Edward Elgar Pub. 2009. 
Westland, Hans. Social Capital in the Knowledge Economy: Theory and Empirics. Springer, 2006. 
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  授 業 科 目 名          憲法（平成26年度以降入学学生対象） 

担 当 教 員  河合 正雄 

学 期        後期 曜日・時限 木曜日・５-６時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

１．日本国憲法を解釈するにあたって、外国（英米独仏）の憲法学を参照する意義を理解できる。

２．比較憲法の視点を取り入れた上で日本国憲法を解釈できる。 

【授業の概要】 
テキスト（日本語）を輪読します。英米独仏を中心とした外国法の概念が数多く出てきますので、

報告者はこれらの概念を理解したうえで報告することが求められます。 
【授業内容予定】 
第 1 回 ：日本の憲法学と比較憲法の意義（河合）、今後の方針決め 
第 2 回 ：1 部 1 章 1 節 広義の人権と狭義の「人」権 
第 3 回 ：1 部 1 章 2 節 歴史のなかの人権 
第 4 回 ：1 部 2 章 1 節 「人」権──個人が解放されることの意味 
第 5 回 ：1 部 2 章 2 節 「人」権──個人が放出されることの意味 
第 6 回 ：1 部 2 章 3 節 「人」権と文化の多元性 
第 7 回 ：2 部 1 章 権利の諸類型、2 部 2 章 13 アメリカ 
第 8 回 ：2 部 2 章 14･15 フランス、ドイツ 
第 9 回 ：2 部 3 章 16 私的自治 v. 憲法価値 
第 10 回：2 部 3 章 17･18 市場 v. 公序、家族 v. 公序 
第 11 回：2 部 3 章 19･20 宗教 v. 公共社会、マイノリティ v. 個人 
第 12 回：2 部 3 章 21･22 制度 v. 個人権、自己決定 v. 人間の尊厳 
第 13 回：2 部 3 章 23･24 相対主義 v. 相対主義の相対化、「公共の福祉」 
第 14 回：2 部 4 章 違憲審査制 
第 15 回：2 部 5 章 基本権保障の「国際化」 
第 16 回：全体のまとめ 

【教材・テキスト】 
樋口陽一『国法学 人権原論（補訂）』（有斐閣、2007年）3,500円＋税 

【参考文献】 
 芦部信喜『憲法学Ⅱ人権総論』（有斐閣、1994年）3,800円＋税 
芦部信喜『憲法学Ⅲ人権各論（1）（増補版）』（有斐閣、2000年）5,000円＋税 

【成績評価の方法および採点基準】 
 平常時の報告内容や授業への貢献、受講状況によって評価します。 
【授業形式・形態および授業方法】 
 担当者に20分程度のご報告をいただいた後に、皆で議論をするゼミ形式で行います。 
【留意点・予備知識等】 
 日本語文献を日本語で議論します。比較憲法学に興味関心がある方を歓迎します。 
【オフィスアワー】水曜日5-6限ですが、オフィスアワーに限らず在室時であれば対応します。 
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  授 業 科 目 名          原価計算論（28年度入学学生対象） 

担 当 教 員  小杉雅俊 

学 期        後期 曜日・時限 月曜日５・６時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

 品質原価計算の学習を通じて、戦略的コスト・マネジメントを理解する。 

【授業の概要】 
 品質原価計算（Quality Costing）の理論的なフレームワークの変遷を中心に、史的展開を検討す

る。理論的な把握だけでなく、国内外の事例研究を通じて、実務適用面の考察も行う。 

【授業内容予定】 
第1回授業 ガイダンス・イントロダクション 
第2回授業 品質コストとは 
第3回授業 PAFアプローチ 
第4回授業 品質原価計算の史的展開⑴生成段階から1980年代まで 
第5回授業 品質原価計算の史的展開⑵1990年代以降 
第6回授業 国内におけるPAFアプローチの適用事例 
第7回授業 アメリカにおけるPAFアプローチの適用事例 
第8回授業 ヨーロッパにおけるPAFアプローチの適用事例 
第9回授業 品質原価計算とABC/ABM 
第10回授業 ABC/ABMを取り入れた品質原価計算の適用事例 
第11回授業 プロセスコストモデル 
第12回授業 ヨーロッパにおけるプロセスコストモデルの適用事例 
第13回授業 アジアにおけるプロセスコストモデルの適用事例 
第14回授業 品質原価計算と戦略的コスト・マネジメント 
第15回授業 総括 
 
基本的にはテキストに従い、テキストの順に授業を進めていく。しかし、指定テキストだけにと

どまらず、関連する和洋文献を読み込んでいく。ゼミナール形式の授業を通じ、議論により授業を

展開する。授業内容の詳細については受講生との相談を考慮する。 

【教材・テキスト】 
開講時に受講生と相談の上決定する。英語文献が含まれる。 

【参考文献】 
 授業において適宜指示する。 

【成績評価の方法および採点基準】 
 授業への参加（５０％）、課題の評価（５０％）。 

【授業形式・形態および授業方法】 
 ゼミナール形式。 

【留意点・予備知識等】 
 会計関連の学部関連講義を履修していることが望ましい。 

【オフィスアワー】 
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  授 業 科 目 名          職業社会論（26年度以降入学学生対象） 

担 当 教 員  小磯 重隆 

学 期        後期 曜日・時限 木曜日・９－１０時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

雇用社会を学ぶことを通じて、職業と社会に関して研究します。青森県の地域課題について考察

する力を得ることを目標とします。 

【授業の概要】 
若年者雇用及び高齢者雇用、非正規雇用や労働者派遣、ワークライフバランスの政策を学び、職

業と社会に関して研究します。青森県の地域課題について考察します。 

【授業内容予定】 
詳細は受講者の関心に応じて決めます。 

 

 第１回：ガイダンス 

 第２回：人口減少と地域の雇用      第12回：ブラック企業、ブラックバイトとは何か 

 第３回：地方創生の課題（COC事業）    第13回～第15回：地域雇用の課題研究 

 第４回：若者雇用・女性雇用について   ・地方創生のため地域（例えば青森県）に必要 

 第５回：高年齢者雇用・外国人雇用     な職業支援、雇用政策は何か研究する 

 第６回：新しい雇用政策について     ・新しいビジネスプランを創造、研究する 

 第７回： ①「新しい労働者派遣法」について 

 第８回： ②「残業代０法案」について  

 第９回： ③「女性の活躍新法（女性の働き方）」について 

 第10回： ④「解雇の金銭解決」について 

第11回： ⑤「雇用期間の定め（無期転換）」について 

 

【教材・テキスト】 
特に指定しません。 

【参考文献】 
必要に応じて参考文献を提示します。 

【成績評価の方法および採点基準】 
授業への参加状況、複数回のレポートにより評価します。 

【授業形式・形態および授業方法】 
講義及び演習形式で行います。 

 
【留意点・予備知識等】 

労働法の基礎知識を学びながら講義を進めます 

【オフィスアワー】 
火曜日12：40～14：10 総合教育棟１階キャリアセンター（又は随時キャリアセンターにて） 
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  授 業 科 目 名         農村社会史（平成27年度以降入学学生対象） 

担 当 教 員  白石 壮一郎 

学 期        前期 曜日・時限 火曜日・５－６時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

近現代史・自然・政策などについての基礎的知識をふまえた青森県内各地の農村社会の現状理解。

【授業の概要】 
日本の農村社会学の古典、農政史、農業史などを中心に学び、それを土台にした現在の地域農村社

会に対する理解を深めていく。必要に応じて、進行中の調査報告と討議も交える。 

【授業内容予定】 
 

 1．農村社会史とは 

 2．家と共同体（1） 

 3．家と共同体（2） 

 4．土地制度（1）  

 5．土地制度（2） 

 6．土地制度（3） 

 7．九学会連合調査（1） 

 8．九学会連合調査（2） 

 9．農政史（1） 

 10．農政史（2） 

 11．生業調査（1） 

 12．生業調査（2） 

 13．集落調査（1） 

 14．集落調査（2） 

 15．まとめ 

【教材・テキスト】 

 テキストはとくになし。資料・文献は講義時に適宜配布・紹介する。 

【参考文献】 

 東北農政局webサイト http://www.maff.go.jp/tohoku/nouson/seibi/rekisi/index.html  

【成績評価の方法および採点基準】 

 講義への参加とレポート 

【授業形式・形態および授業方法】 

 講義形式6割、演習形式4割 

【留意点・予備知識等】 

 基本は各自の研究。講義はそのため材料を仕入れ、議論をする場だと考えてください。 
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  授 業 科 目 名          人権論（26年度以降入学学生対象） 

担 当 教 員  河合 正雄 

学 期        前期 曜日・時限 木曜日・５-６時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

１．ヨーロッパ人権条約の概要を理解できる。 

２．英語の判例に慣れ、基本的な読み方を習得できる。 

３．国際人権法学と日本の憲法学の発想の異同を理解できる。 

【授業の概要】 
 ヨーロッパ人権裁判所の仕組みを学んだ上で、主要判例（英語）を毎回一つずつとりあげます。

参考文献を参照いただいて構いませんが、法律英語を読解する能力が求められます。 
【授業内容予定】 
第 1 回 ：日本国憲法の解釈にあたって国際人権法を参照する意義（河合）、今後の方針決め 
第 2 回 ：ECHR が保障する権利、ECtHR の解釈の特徴（概説Ⅲ・Ⅳ） 
第 3 回 ：ECHR 実施システムの歩みと展望、ECtHR の組織と手続（概説Ⅰ・Ⅱ） 
第 4 回 ：ECHR と英仏独（概説Ⅴ） 
第 5 回 ：発展的解釈（刑罰としての殴打）：Tyrer v. UK（判例解説 16） 
第 6 回 ：自律的解釈（「懲罰」と「刑事上の罪」）：Engel v. the Netherlands（判例解説 17） 
第 7 回 ：評価の余地（わいせつ物規制）：Handyside v. UK（判例解説 18） 
第 8 回 ：テロ容疑者の拘禁延長と derogation：Brannigan and McBride v. UK（判例解説 21） 
第 9 回 ：権利の濫用と条約 5・6 条：Lawless v. Ireland〔merits〕（判例解説 22） 
第 10 回：拷問の概念と調査義務：Aksoy v. Turkey（判例解説 29） 
第 11 回：被拘禁者の処遇と条約 3 条：Kalashnikov v. Russia（判例解説 30） 
第 12 回：起訴前の接見制限：John Murray v. UK（判例解説 33） 
第 13 回：犯人視報道と警察当局の責任：Allenet de Ribemont v. France（判例解説 37） 
第 14 回：遡及処罰の禁止：Streletz, Kessler and Krenz v. Germany（判例解説 38） 
第 15 回：一事不再理：Gradinger v. Austria（判例解説 39） 
第 16 回：全体のまとめ 
【教材・テキスト】ヨーロッパ人権裁判所の主要判例（英語） 
【参考文献】 
戸波江二ほか編『ヨーロッパ人権裁判所の判例』（信山社、2008年）6,800円＋税 

【成績評価の方法および採点基準】 
平常時の報告内容や授業への貢献、受講状況によって評価します。 

【授業形式・形態および授業方法】 
担当者に30分程度のご報告（事実の概要、判旨の正確な訳出、若干の検討）をいただいた後に、

皆で議論をするゼミ形式で行います。 
【留意点・予備知識等】 

英語の判例を日本語で議論します。憲法学、国際人権法学に興味関心がある方を歓迎します。 

【オフィスアワー】水曜日5-6限ですが、オフィスアワーに限らず在室時であれば対応します。 
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  授 業 科 目 名          会計システム論 

担 当 教 員  小杉雅俊 

学 期        前期 曜日・時限 月曜日５・６時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

製造業における会計システムの意義と課題について、考察することを目標とする。 

【授業の概要】 
主に製造業を対象とする会計システムについて、実務適用する際に、どのような点が問題になる

のかを検討する。今回はトヨタ自動車をケースとして、会計システムの現実的な機能を深く考察し

ていく。 
【授業内容予定】 
 基本的にはテキストに従い、テキストの順に授業を進めていく。しかし、指定テキストだけにと

どまらず、関連する和洋文献を読み込んでいく。ゼミナール形式の授業を通じ、議論により授業を

展開する。 
製造業を中心とした観点から会計システムを捉え、該当する技法・ツールの構造を理解するだけ

にとどまらず、その実務適用面に重きを置いて考察していく。会計システムの理論上で考えられて

いることが、実務適用の際にそのまま当てはまることもあれば、全く当てはまらないこともある。

その際にどうすればよいのだろうか？本授業は、まさにこの点を議論していくものである。 
 
以下に各授業回の内容を示す。授業内容の詳細については受講生との相談を考慮する。 

 
第１回授業 ガイダンス・イントロダクション  第２回授業 会計システム概説 
第３回授業 教科書1章の「教訓」とは？  第４回授業 原価計算のシステム 
第５回授業 管理会計のシステム   第６回授業 会計システムと生産⑴知識整理 
第７回授業 会計システムと生産⑵問題・議論  第8回授業 会計システムと設計⑴知識整理 
第９回授業 会計システムと設計⑵問題・議論  第10回授業 会計システムと評価⑴知識整理 
第11回授業 会計システムと評価⑵問題・議論  第11回授業 教科書6章の「細部」とは？ 
第12回授業 教科書7章の主張について  第13回授業 会計システムの構築 
第14回授業 会計システムの実務適用を考察する  第15回授業 総括 

【教材・テキスト】 
Johnson, H. Thomas and Anders Bröms (2008) “Profit beyond Measure,” Free Press. 

【参考文献】 
授業内にて適宜紹介する。 

【成績評価の方法および採点基準】 
授業への参加（５０％）、課題の評価（５０％）。 

【授業形式・形態および授業方法】 
ゼミナール形式。 

【留意点・予備知識等】 
本授業はあくまでも英語文献を用いた会計システム論の授業である。 
会計関連の学部開講講義を履修していることが望ましい。 

【オフィスアワー】 
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  授 業 科 目 名          キャリア形成論（26年度以降入学学生対象） 

担 当 教 員  小磯 重隆 

学 期        前期 曜日・時限 火曜日・９－１０時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

労働政策体系を理解した上で、キャリア形成支援の実践的スキルを身に付けることを目標として

います。 

【授業の概要】 
キャリア形成支援の基本的知識を学び、職業能力開発及び労働政策体系を把握した上で社会的意

義を学びます。青森県の人材育成支援のための実践的スキルを身に付けます。 

【授業内容予定】 
詳細は受講者の関心に応じて決めます。 

 

 第１回：ガイダンス           第12回～第13回：地域の人材育成を考える① 

 第２回：キャリアと進路指導       ・（課題研究）若者／女性／高齢者／外国人 

 第３回：キャリアカウンセリングを学ぶ  第14回～第15回：地域の人材育成を考える② 

 第４回：４つのキャリア論         ・キャリアカウンセリング演習／実践 

 第５回： ①ｽｰﾊﾟｰ(D.E.Super)「職業適合性」 

 第６回： ②ﾎﾗﾝﾄﾞ(J.L.Holland)「職業興味検査」 

 第７回： ③ｼｬｲﾝ(E.H.Schein)「キャリア・アンカー」 

 第８回： ④ｸﾗﾝﾎﾞﾙﾂ(J.D.Krumboltz)「計画された偶発性理論」 

 第９回：職業能力開発と労働政策 

 第10回：・地域にどのような職業訓練が必要か 

第11回：・ハローワーク／ジョブカフェ／サポステ 

【教材・テキスト】 
特に指定しません。 

【参考文献】 
必要に応じて参考文献を提示します。 

【成績評価の方法および採点基準】 
授業への参加状況、複数回のレポートにより評価します。 

【授業形式・形態および授業方法】 
講義及び演習形式で行います。 

 
【留意点・予備知識等】 

特にありません。 

【オフィスアワー】 
 火曜日12：40～14：10 総合教育棟１階キャリアセンター（又は随時キャリアセンターにて） 
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  授 業 科 目 名          産業発展論 

担 当 教 員  細矢 浩志 

学 期        後期 曜日・時限 火曜日・３－４時限 単位 ２単位 

【授業としての具体的到達目標】 

 経済活動としての産業の発展や構造変化にかんする基礎知識の習得と経済学的な思考・アプロー

チにかんする基礎的訓練，文章表現力の養成を目標とします。 

【授業の概要】 
 資本主義経済社会における産業発展をめぐる諸問題について，主要文献・資料の講読・討論をつ

うじて，理論と実証の両面から分析・検討します。 
【授業内容予定】 
第１回：グローバル化と日本のものづくり 

第２回：「ものづくり」とは何か 

第３回：統合型ものづくり組織力 

第４回：設計構造としてのアーキテクチャ 

第５回：日本製造業の競争力の変遷 

第６回：日本製造業の苦境と海外生産の展開 

第７回：「ものづくり」の基盤と中小企業の技術 

第８回：中小企業の海外生産とその特徴 

第９回：オープンシステムとしての工場：オペレーションの安定と進化 

第10回：グローバル生産体制における海外シニア工場 

第11回：既存工場の能力再評価とグローバル生産体制 

第12回：東アジアの国際分業の動向と日本企業のものづくり 

第13回：新興国市場戦略とものづくり 

第14回：新時代の技術経営とものづくり 

第15回：日本のものづくりの今後の展望と課題 

【教材・テキスト】 
 藤本隆宏・新宅純二郎『(新訂)グローバル化と日本のものづくり』NHK出版，2015年 

【参考文献】 
 柴田友厚『日本企業のすり合わせ能力』NTT出版，2012年 

【成績評価の方法および採点基準】 
 レポートの作成・報告や出席等の学習態度を総合して評価します。 

【授業形式・形態および授業方法】 
 演習形式（レポート作成・報告，ディスカッション） 

【留意点・予備知識等】 
 標準的な経済史(世界経済史，西洋経済史)にかんする基礎知識を修得していることが前提となりま

す。 
【オフィスアワー】 
 月曜日・午後4時～5時・人文社会科学部344室 
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３．修士論文について 
  【修士論文の提出資格】 

     人文社会科学研究科規則第 18 条に定めるとおり、所定の期間在学し、必要な研究指導を受け、かつ、

第 8 条に定める授業科目について、所定の 30 単位以上を修得した者又は修得見込の者。 
 

  【提出書類】 

① 学位論文審査願 １部 ② 学位（修士）論文目録 １部 ③ 履歴書 １部 

    ④ 学位（修士）論文要旨 ２部（１部コピー可） ⑤ 学位（修士）論文 ２部 

    ⑥ 参考論文（ある場合） ２部（１部コピー可） 

 

  【注記】 

１．学位論文はＡ４版とし、２部提出であるが、１部はゼロックス等長期保存に耐えるコピーでもよい。 

    ２．用紙、様式（縦書き・横書き）等は、各専攻の指示に従うこと。  

     なお、論文には厚みのある表紙をつけ、研究題目・研究科・専攻・コース・研究指導分野・ 
学籍番号・氏名を記入した用紙を貼ること。 

３．履歴事項（大学・学部・学科（課程）、年月日、職場の名称等）は省略せずに正確に記入のこと。 

４．提出期日に遅れた場合、論文の審査対象から除外するので、早めに作成作業にかかること。 

 

【履歴書の記載方法】 

   学位論文提出書類の内、「履歴書」の記載にあたっては、下記の記入例により記載すること。 

 

記入例 

    平成○○年３月 ○日 ○○県立○○高等学校       卒業 

    平成○○年４月 ○日 ○○大学○○学部○○学科（課程） 入学 

    平成○○年３月 ○日 ○○大学○○学部○○学科（課程） 卒業 

      平成○○年４月 ○日 弘前大学大学院人文社会科学研究科 

                        ○○○○ 専攻 入学 

      平成○○年３月 ○日 弘前大学大学院人文社会科学研究科 

                                        ○○○○ 専攻  修了見込み 

※入学、卒業の日付は、それぞれの出身校の入学式並びに卒業式の日付にすること。 

 
【平成 28 年度修士論文に関するスケジュール】   
 平成 28 年度人文社会科学研究科行事予定のページ（１ページ）を参照。 
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必修 選択

応用社会科学専攻 24 地域社会学 2

開発政策論 2

憲法 2

人権論 2

行政法 2

行政救済法 2

政治学 2

比較政治論 2

行政学 2

地方自治論 2

工業経済学 2

産業発展論 2

労働経済学 2

北東北雇用政策論 2

マクロ経済学 2

マクロ経済分析論 2

産業組織論 2

ミクロ経済学 2

政治経済学 2

労働過程論 2

経済思想論 2

経済学 2

認定を受けようとする研究科・専攻等の教育課程及び教員組織の概要
認定を受けようとす
る
研究科・専攻等

認定を受
けようとす
る免許状
の種類

免許法施行規
則に定める科
目等区分

左記に対応する開設授業科目
専　任　教　員

備　考

研究科 専　攻　等 科　目 単位 授　業　科　目
単位数

高専免
（公民）

公民の
教科に
関する
科目

１免許状取得
に必要な最低
取得単位数

24単位

２修士の学位

修士（人文社
会科学）

人文社
会科学
研究科
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